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　Sense of Ibasho means the sense of being accepted by others in Japanese. The sense of Ibasho theoretically 
includes the following four subfactors: the sense of authenticity, role, relief, and acceptance. This study examines 
the causal relationship between the sense of Ibasho and resilience.
In this study, participants were asked to complete the Ibasho and resilience scale, reflecting on their experiences 
during junior high school and their current circumstances. The present study hypothesizes that past resilience 
directly increases the current resilience. In addition, the sense of Ibasho mediates the causal effect between 
past and current resilience. The result of the analysis revealed that past innate resilience directly increased 
current innate resilience, and past acquired resilience increased current acquired resilience. Furthermore, the 
sense of Ibasho mediated the causal relationship between past innate resilience and current innate and acquired 
resilience.
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【問題と目的】

⑴　はじめに

学校適応は，学校教育における大きな課題である。
文部科学省（2022）によると，不登校の要因は，学
校に係る状況・家庭に係る状況・本人に係る状況に
分けられている。学校に係る状況としては，いじめ
を除く友人関係をめぐる問題，入学・転編入学・進
級時の不適応など，本人に係る状況としては，無気
力・不安などが挙げられている。このことから，学
校における友人関係や，不適応が本人の無気力・不
安を高め，不登校へと繋がっていると考えられる。
不登校児童生徒の割合として，中学校の5.98％が
1番多くなっている（文部科学省，2022）。そのため，
不登校を未然に防止するためには，中学生時に介入
することが有用なのではないかと考えられる。
中学生の時期にあたる思春期には，友人関係， 学
業，部活動，親子関係等々，生徒たちが遭遇する可
能性のあるストレス状況は多数存在する（石毛，
2010）。その中でどう適応していくかということを
考える際，「レジリエンス」という概念が有用とな
ろう。
向居・小川（2020）は，中学生において，過剰適
応とレジリエンスが不登校傾向に与える影響につい
て検討している。その結果，自己理解のなさが登校
に対する精神的苦痛・身体症状に影響すること，そ
して，レジリエンスにおける社交性や行動力のなさ
が不登校傾向に影響することなどが示された。
さらに，大久保（2005）は学校適応に関する研究
で，青年期である中高生において，友人との関係，
教師との関係，学業を含めた学校生活の要因の中
で，友人関係が学校適応に強く影響を与えているこ
とを明らかにしている。このことから，不登校や友
人関係，学校適応について考える際，「レジリエン
ス」という概念に加え，「居場所」という概念も有
用であると考えられる。

⑵　レジリエンスの研究動向

レジリエンス（resilience）とは，もともとスト
レスと同様の物理学用語であり，語源はラテン語の
“跳ねる（salire）”や“跳ね返す（resilire）” であり， 
それは“to recoil or leap back”（反動で跳ね返る，

跳ね戻る）という意味だと言われている（Masten 
& Gewirtz，2006）。
心理学的意味では“弾力性”や“回復力”として
扱われており，レジリエンスという用語をそのまま
用いていることも多い。レジリエンスに関する研究
は数多く，レジリエンスの概念を初めに示した
Rutter（1985）は「深刻な危険性にもかかわらず，
適応的な機能を維持しようとする現象」と定義して
おり，その後も「逆境に直面し，それを克服し，そ
の経験によって強化される，または変容される普遍
的な人の許容力（Grotberg，2003）」，「ストレスフ
ルな状況の中でも精神的健康を維持する，あるいは
回復へと導く心理特性（石毛・無藤，2006）」とい
うものが提唱されている。
そして，Masten & Garmezy（1990）がレジリエ
ンスを「困難で脅威的な状況にもかかわらず，うま
く適応する過程・能力・結果」と定義している。小
塩・中谷・金子・長嶺（2002）はMasten & Garmezy
（1990）の定義にもとづいて，レジリエンスを導く
概念として精神的回復力を設定した。
このようにレジリエンスの定義は多岐に渡り，い
まだに統一的な見解は得られていないが，総じて精
神的健康を良好に保つための要因であることが明ら
かとなっている。そして，レジリエンスの定義は研
究者，研究内容・目的によってよってさまざまで，
非常に幅広い概念でとらえられている。
平野（2010）は，レジリエンスを後天的に身につ
けるという観点をより詳細に検討するために，
Cloninger（1993）の気質╱性格モデルを用いて，
これらの多様なレジリエンス要因の中から，持って
生まれた気質と関連の強い「資質的レジリエンス要
因」と，後天的に身につけていきやすい「獲得的レ
ジリエンス要因」を抽出し，両者を分けて測定する
二次元レジリエンス要因尺度（Bidimensional 
Resilience Scale：BRS）を作成した。「資質的レジ
リエンス要因」は，楽観性，統御力，社交性，行動
力の 4因子，「獲得的レジリエンス要因」は，問題
解決志向，自己理解，他者心理の理解の 3因子が想
定されており，各要因は中学生の双生児ペアデータ
を用いて，各因子の級内相関係数を求めることによ
り，妥当性が確認されている（平野，2011）。本研

― 12 ―



究では，この尺度を用いることにより，「資質的レ
ジリエンス要因」と，「獲得的レジリエンス要因」
を分けて分析することができるため，レジリエンス
を後天的に獲得する方法を検討することができると
考えられる。
そこで，平野（2011）で使用されている「困難で
脅威的な状態に曝されることで一時的に心理的不適
応状態に陥っても，それを乗り越え，精神病理を示
さずによく適応している状態」（小塩・中谷・金子・
長嶺，2002）をレジリエンスの定義とする。

⑶　居場所感の研究動向

「居場所」という言葉は本来物理的な場所を示し
ていたが，今や心理的意味合いも強く含まれている
ものとして理解されるようになり，心理臨床場面で
も多く使われるようになってきた。
心理学研究の中でも「居場所」という言葉の心理
的意味づけが多くなされているが，居場所の定義は
研究者によってさまざまである（浅井，2013）。そ
の中でも，石本（2010）は，臨床心理学研究におい
ては，「居場所」とは，「ありのままで受け入れられ
ること」であると定義するものが多いとしており，
「居場所」は「ありのままでいられるところ」とい
う一定の共通理解が得られつつあると述べている。
則定（2007）は，居場所感が「ありのままの自分を
受け入れられている」といった「被受容感」の他に，
「自分らしくいられる」といった「本来感」，「役に
立っている」といった「役割感」，「落ち着く」といっ
た「安心感」の 4概念から成ると示唆している。則
定（2008）は，居場所感の中でも，心理的居場所に
注目した。心理的居場所感とは，「こころの拠り所
となる関係性，および，安心感があり，ありのまま
の自分が受容される場があるという感情」であり，
物理的側面だけでなく人間関係性にもとづく心理的
空間も含むものであると定義している。則定・斉藤
（2007）によると，青年期の重要な他者に対する心
理的居場所感は自己受容，レジリエンスを促す重要
な要因であることを示している。
そして，則定（2007）は個人の居場所感を検討す
るため，上記の 4概念を測定する 4因子から成る青
年版心理的居場所感尺度を作成している。青年版心

理的居場所感尺度は，特定の重要な他者に対する心
理的居場所感を求めるものであった。
浅井（2013）は，居場所感というのは特定の他者
とのかかわりの中で感じるものだけでなく，より一
般的な状況に対しても感じるものであるとしてい
る。浅井（2013）は，則定（2007）が作成した，青
年版心理的居場所感尺度をもとに，個々人が感じる
基本的な居場所感を測るために尺度を作成した。則
定が作成した尺度は，特定の人物を当てはめて回答
を求める形式であったが，基本的な居場所感につい
て尋ねる形式に表現を変更し，例えば「○○と一緒
にいると，ありのままの自分を表現できる」という
項目は，「ありのままの自分を表現できる居場所が
ある」に変更している。
そこで，則定（2007），浅井（2013）をもとに，
本研究では基本的居場所感を，「特定の人物との関
わりに限定しない，安心感があり，ありのままの自
分が受容される場があるという感情」と定義する。

⑷　本研究の目的

芝﨑・吉村（2015）において，青年期における居
場所意識とレジリエンスの関連が示されている。し
かし，中学生時のレジリエンスが居場所感を媒介
し，現在のレジリエンスにどのように影響するのか
は明らかにされていない。また，資質的レジリエン
スをもとに，獲得的レジリエンスが身につくことが
指摘されながらも（平野2010），そのプロセスは未
だ十分に検討されていない。
そこで，本研究では，レジリエンスがどのように
発達するのか検討することを目的とする。　
さらに，発達を媒介する要因についても検討する。
媒介要因には様々なものが想定されるが，今回は基
本的居場所感に着目する。芝﨑・吉村（2015）に基
づいて居場所感を媒介要因として着目し，次の 3つ
を仮説とする。
仮説 1：中学生時の資質的レジリエンスが基本的居
場所感を媒介し，現在の資質的・獲得的レジリエン
スに影響を与える。
仮説 2：中学生時の獲得的レジリエンスが基本的居
場所感を媒介し，現在の資質的・獲得的レジリエン
スに影響を与える。
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仮説 3：中学生時のレジリエンスが現在のレジリエ
ンスに直接影響を与える。

【方法】

⑴　調査対象者

女子大学生・大学院生100名を調査対象とした。
データに欠損値のあった 4名のデータを除外し，96
名分のデータを分析対象とした。平均年齢は20.11
（SD＝4.39）歳であった。回答にあたっては，プラ
イバシーが保護されること，調査以外に使用される
ことがないことが紙面上で教示された。

⑵　調査時期

2022年 7 月に調査を実施した。

⑶　質問紙の構成

使用した尺度については以下の通りである。
①レジリエンスの測定
レジリエンスを測定する尺度として，平野（2010）
が作成した「二次元レジリエンス要因尺度（BRS）」
を用い，現在の対象者自身と中学生時の対象者自身
について回想してもらい，回答を求めた。BRSは，
「資質的レジリエンス」12項目，「獲得的レジリエン
ス」 9項目の全21項目， 2因子で構成されている。
回答は「非常にあてはまる（ 5点）」「あてはまる（ 4
点）」「どちらともいえない（ 3点）」「あてはまらな
い（ 2点）」「全くあてはまらない（ 1点）」の 5段
階評定で回答を求めた。
②基本的居場所感の測定
基本的居場所感を測定する尺度として，浅井

（2013）が作成した「女子大学生における基本的居
場所感尺度」を用い，現在の対象者自身について回
答を求めた。女子大学生における基本的居場所感尺
度は，「被受容感」 6項目，「本来感」 4項目，「役
割感」 6項目，「安心感」 4項目の全20項目， 4因
子で構成されている。回答は「非常にあてはまる
（ 5点）」「あてはまる（ 4点）」「どちらともいえな
い（ 3点）」「あてはまらない（ 2点）」「全くあては
まらない（ 1点）」の 5段階評定で回答を求めた。

【結果】

尺度の信頼性を確認するために，各尺度における
因子ごとに á 係数を算出した。二次元レジリエン
ス尺度における各因子の á 係数は，「資質的レジリ
エンス（中学生時）」（á＝.87），「獲得的レジリエン
ス（中学生時）」（á＝.80），「資質的レジリエンス（現
在）」（á＝.89），「獲得的レジリエンス（現在）」（á

＝.79）であり，高い信頼性が認められた。
女子大学生における基本的居場所感尺度における
各因子の á 係数は「被受容感」（á＝.89）「本来感」（á

＝.89）「役割感」（á＝.90）「安心感」（á＝.92）であり，
高い信頼性が認められた。 
中学生時の資質的レジリエンスが基本的居場所感
を媒介し，現在の資質的・獲得的レジリエンスに影
響を与えること，中学生時の獲得的レジリエンスが
基本的居場所感を媒介し，現在の資質的・獲得的レ
ジリエンスに影響を与えること，中学生時のレジリ
エンスが現在のレジリエンスに直接影響を与える，
と言う仮説にもとづき，構造方程式モデリングを用
いて分析を行った。有意でないパスを削除し，最終
的にFigure 1 に示すモデルを採用した。モデルの適
合度は十分な値を示した（CFI＝.987，RMSEA
＝.076）。
まず，「被受容感」「本来感」「役割感」「安心感」
の 4因子が潜在変数として基本的居場所感に含まれ
ることが認められた。
中学生時の資質的レジリエンスは，現在の基本的
居場所感を媒介し，現在の資質的・獲得的レジリエ
ンスに正の影響を与え，中学生時の獲得的レジリエ
ンスは，現在の獲得的レジリエンスに正の影響を与
えることが示された。
現在の基本的居場所感は，現在の資質的・獲得的
レジリエンスに正の影響を与えることが示された。
中学生時のレジリエンスが現在のレジリエンスに直
接影響を与えることも示された。

【考察】

本研究の目的は，レジリエンスが基本的居場所感
を媒介しどのように発達するのかを検討することで
あった。分析の結果，中学生時の資質的レジリエン
スが基本的居場所感を媒介し，現在の資質的・獲得
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的レジリエンスに影響を与えるという仮説 1は支持
された。中学生時の獲得的レジリエンスが基本的居
場所感を媒介し，現在の資質的・獲得的レジリエン
スに影響を与えるという仮説 2は支持されなかっ
た。中学生時のレジリエンスが現在のレジリエンス
に直接影響を与えるという仮説 3は支持された。
まずはモデルの適合度と変数間の関連性について
考察する。本研究で設定したモデルの適合度は，
CFI＝.987，RMSEA＝.076であり，設定したモデル
が統計学的に支持された。
また，「被受感」「本来感」「役割感」「安心感」の
4因子が潜在変数として基本的居場所感に含まれる
ことが認められた。先行研究である，浅井（2013），
則定（2007）では，探索的因子分析を用いて「被受
容感」「本来感」「役割感」「安心感」の因子構造が
認められている。しかし，確証的因子分析を用いて，
基本的居場所感の因子構造を検討する研究はこれま
でに行われていない。本研究の結果から，「被受容
感」「本来感」「役割感」「安心感」が基本的居場所
感という潜在変数にまとめられることが証明された。
次に，中学生の資質的レジリエンスと中学生時の

獲得的レジリエンスは，互いに相関があることが示
された。Table 1 . Table 2 .の質問項目から，資質的
レジリエンスは「パーソナリティ」，獲得的レジリ
エンスは「ソーシャルスキル」の要素が含まれてい
ると考えられる。中学生時は，「パーソナリティ」
と「ソーシャルスキル」が未分化なため，両者の関
係が強いという結果が得られたと推察される。
また，関係の仕方は 2つのタイプに分けられると
考えられる。平野（2010）は多様なレジリエンス要
因を，持って生まれた気質と関連の強い「資質的レ
ジリエンス」と後天的に身につけていきやすい「獲
得的レジリエンス」に分けて捉えている。この理論
に基づき， 1つ目はすでに資質的レジリエンスを持
ち，中学生時に獲得的レジリエンスを獲得するタイ
プである。これは，思春期・青年期にパーソナリ
ティが安定したことをきっかけに，レジリエンスを
獲得することができると考えられる。 2つ目が，中
学生時に獲得的レジリエンスを身につけることによ
り，資質的レジリエンスを自分が持っていたことに
気づくタイプも存在するのではないだろうか。これ
は，エリクソンの発達段階から説明することができ

基本的 
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（中学生時） 

獲得的レジリエンス 
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獲得的レジリエンス 
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Figure 1 ．本研究におけるモデル図
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る。エリクソンは，青年期・思春期の課題を「アイ
デンティティの確立対アイデンティティの拡散」と
しており，この危機を乗り越えていくことを課題と
している。「自分は何者なのか」「自分の人生の目的
は何か」といったことを模索していく中で，「パー
ソナリティ」の要素が含まれている資質的レジリエ
ンスに気づくことができるのではないだろうか。
次に，中学生時の資質的レジリエンスは現在の資
質的レジリエンスに，中学生時の獲得的レジリエン
スは現在の獲得的レジリエンスに正の影響を与えて
いることが示された。このことから，レジリエンス
は中学生から大学生という成長の中で保持されるこ
とが示された。中学生から大学生になるまでに様々
な経験をすることで，中学生時のレジリエンスを基
盤として，より豊かになったレジリエンスを大学生
時に持つことができると考えられる。
また，中学生時にレジリエンスを高めることに
よって，大学生までそのレジリエンスを保持するこ
とができると考えられる。そのため，中学生までに
レジリエンスを身につけることが重要であり，今
後，スクールカウンセラーが，予防教育・心理教育
やレジリエンスの普及活動を積極的に行っていくこ
とが重要である。
小泉（2015）は，予防・開発的取り組みの目的は，
不登校，いじめ，非行といった問題行動に代表され
る学校不適応を予防するだけでなく，レジリエンス

を高めることにもあるとしている。
また，ロジャーズのカウンセリングでの基本的態
度条件である，「無条件の積極的関心（受容）」「共
感的理解」「自己一致」は，レジリエンスを高める
ことや基本的居場所感の獲得につながるのではない
だろうか。そのため，スクールカウンセラーなど心
理的支援の専門家による関わりが生徒たちの基本的
居場所感を高めることに繋がり，それが現在のレジ
リエンスを高める一つの方法であると考えられる。
中学生時の資質的レジリエンスは，現在の基本的
居場所感を媒介し，現在の資質的・獲得的レジリエ
ンスに影響を与えることが示された。つまり，この
結果は，持って生まれた気質と関連の強い資質的レ
ジリエンスは基本的居場所感の獲得に影響を与え，
結果的に現在の資質的・獲得的レジリエンスの発達
に寄与する可能性を示している。
中学生時の獲得的レジリエンスは，現在の基本的
居場所感に対して直接的な関連は示されず，現在の
獲得的レジリエンスに影響を与えることが明らかと
なった。このことから，後天的に身につけていきや
すい獲得的レジリエンスは，基本的居場所感を獲得
することによってより獲得しやすくなることが示さ
れた。中学生時に獲得的レジリエンスが低い場合で
も，基本的居場所感を高めることによって，獲得的
レジリエンスを高めることができる。　　
例えば，基本的居場所感を高める方法として，中

Table 1 ．資質的レジリエンスの質問項目

楽観性

・�困難な出来事が起きても，どうにか切り抜
けることができると思う
・�どんなことでも，たいてい何とかなりそう
な気がする
・�たとえ自信がないことでも，結果的に何と
かなると思う

統御力

・つらいことでも我慢できる方だ
・�嫌なことがあっても，自分の感情をコント
ロールできる
・自分は体力がある方だ

社交性
・交友関係が広く，社交的である
・自分から人と親しくなることが得意だ
・昔から，人との関係をとるのが上手だ

行動力

・自分は粘り強い人間だと思う
・�決めたことを最後までやりとおすことがで
きる
・努力することを大事にする方だ

Table 2 ．獲得的レジリエンスの質問項目

問題解決
志向

・�人と誤解が生じたときには積極的に話をし
ようとする

・�嫌な出来事があったとき，その問題を解決
するために情報を集める

・�嫌な出来事があったとき，今の経験から得
られるものを探す

自己理解

・自分の性格についてよく理解している

・�嫌な出来事が，どんな風に自分の気持ちに
影響するか理解している

・�自分の考えや気持ちがよくわからないこと
が多い

他者心理
の理解

・�人の気持ちや，微妙な表情の変化を読み取
るのが上手だ

・他人の考え方を理解するのが比較的得意だ

・思いやりを持って人と接している
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学生時は，所属するクラスや部活動の集団などに限
られている。一方，大学生の場合，ゼミ，サークル，
アルバイト，ボランティア，部活動など「ありのま
までいられるところ」が様々である。具体的には，
ゼミでは，「落ち着く」といった「安心感」の獲得，
サークルでは，「自分らしくいられる」といった「本
来感」の獲得，ボランティアでは，「役に立ってい
る」といった「役割感」を獲得することができると
考えられる。このように「基本的居場所感」を獲得
することで，獲得的レジリエンスが高まると考えら
れる。

【今後の課題】

今回は，大学生である現在と中学生の時点を想定
して検討を行ったが，小学生，高校生と想定する時
点を広げて，検討を行いたい。また，男性にも調査
を行いたい。本研究では，媒介要因として，基本的
居場所感に着目したが，他の媒介要因にも焦点を当
てたい。例えば日常生活で感じる持続的な役割満足
感と定義されている「ロールフルネス（rolefulness）」
（Kato & Suzuki，2018）や，高ストレス下で健康を
保っている人々が持つ性格特性と定義され，「チャ
レンジ」「コントロール」「コミットメント」の 3つ
の下位因子で構成されている「ハーディネス」
（Kobasa，1979）についても検討を行いたい。
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